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Railsの主な定義済みタスク

Railsには、あらかじめよく使うタスクが用意されています。
これらのタスクのほとんどはネームスペースを前置して呼び出します。ネームスペース
は:で区切り、最後にタスク名を指定します。たとえば、tmpネームスペースのclearタスク
を実行するには、コンソールに「rake tmp:clear」と入力します。

tmpネームスペース
clearタスク tmpフォルダの内容を消去する
createタスク tmpフォルダに、sessions、cache、sockets、pidsフォルダを

作成する
dbネームスペース
migrateタスク データベースをマイグレートする。VERSIONを指定して特定のバ

ージョンに状態を変えることもできる。例）rake db:migrate
VERSION=2 →バージョン2に状態を変更

db:fixturesネームスペース
loadタスク 現在の環境のデータベースにフィクスチャを書き込む
db:schemaネームスペース
dumpタスク 現在のデータベースのスキーマ情報をダンプファイル

（db¥schema.rb）へ書き出す
loadタスク db¥schema.rb（ダンプファイル）の内容をデータベースへ書き込む
db:structureネームスペース
dumpタスク ダンプ情報をSQLとして db¥データベース名.sql ファイルへ書き

出す
db:testネームスペース
cloneタスク 現在の環境のデータベースを元にテスト用データベースを作成する
clone_structureタスク db:structure:dumpタスクで生成した開発環境のSQLファイルの

内容をテスト用データベースに反映する
purgeタスク テスト用データベースの内容を消去する
prepareタスク テストデータベースを用意し、開発環境のスキーマをロードする
db:sessionsネームスペース
createタスク セッション管理にデータベースを使用する場合に、セッション情報

用のテーブルなどをデータベースに用意する
clearタスク データベース上のセッション管理テーブルを削除する
logネームスペース
clearタスク logフォルダ内を消去する

environmentタスク Rakeの実行環境をRailsの実行環境と合わせる。主にほかのタスク
の依存タスクに指定して、タスク実行前に環境を設定するのに利用
する

testネームスペース
unitsタスク ユニットテストを実行する
functionalsタスク ファンクショナルテストを実行する

plugins プラグインをテストする
railsネームスペース
unfreezeタスク rails:freeze:gemsタスクなどで設定したロックを解除する
updateタスク Webアプリケーションのscripts、public¥javascripts、configs

の各フォルダの内容をシステムにインストールされたRailsの内容
で更新する

rails:freezeネームスペース　
gemsタスク Webアプリケーションを現在のgemのバージョンの組み合わせで

ロックする
ネームスペース無し

integrationタスク インテグレーションテストを実行する
recentタスク 最近10分間に変更があったプログラムをテストする
uncommitedタスク Subversionのリポジトリにコミットしていないプログラムをテス

トする
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testタスク ユニットテスト、ファンクショナルテスト、インテグレーションテ
ストを実行する

ネームスペース無し
statsタスク Webアプリケーションのプログラム情報（行数、メソッド数など）

を一覧表示する

defaultタスク testタスクを実行する
defaultタスクは、タス
ク名を指定せずにrake
を起動した場合に実行さ
れます。
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